
豊中計装株式会社

１．アナログ信号伝送のラインアップについて

ユニバーサルラインの伝送システムでは、ON/OFFだけで構成されるデジタル信号の伝送だけでなく、

０－５Ｖ信号や０－２０ｍＡ信号(４－２０ｍＡ信号)、温度信号などのアナログ信号の伝送も可能です。

ユニバーサルラインでアナログ信号が扱える機器には以下に記すものがあります。

入力

入力

出力

システム

※ 12Bitのうち、下の値2Bitは常時0を設定

２．伝送ライン上の伝送データについて

ユニバーサルラインの伝送ライン上には、メインユニット(伝送親局)より24Vの電圧を約0.5秒間（SX版）に256回配信し、

入力ユニットは設定された順番(アドレス)にＯＮの場合に信号を入力し、出力ユニットは設定された順番に

ＯＮの信号があれば出力する事で伝送を行います。

接点信号のみの場合、デジタル領域としてアドレス1～256を使用します。

アナログ信号とデジタル信号の伝送を行う場合、アドレス1～128をアナログ領域として使用し、

アドレス129～256をデジタル領域として使用します。

アナログ領域のエリアは、大きくわけて９つのエリアにわかれます。

９つそれぞれのエリアの意味合いについて、以下に説明していきます。

①ポーリングアドレス呼出エリア

アドレス ： １～８

機能説明 ： このエリアに呼び出したいアナログユニットのポーリングアドレスを指定します。

設定可能なポーリングアドレスは、１～２３９ です。

例えば、ポーリングアドレスを１２に設定したい場合は、このエリアに

１６進数で、「 １、２、４、８、    １６、３２、６４、１２８ 」の要領で、

１２の重み「00110000」を設定します。

②ポーリングアドレス呼出応答エリア

アドレス ： ９～１６

機能説明 ： ①で指定したポーリングアドレスのアナログユニットが伝送ライン上に存在する場合、

このエリアに当該アナログユニットがポーリングアドレスを書き込んで、応答します。

存在していない場合は、このエリアには何も書き込まれません。

ポーリングスキャンユニット -

0-5V、4-20mA

0-5V、4-20mA、温度８点アナログ入力ユニット・基板

１点アナログ出力ユニット・基板

アナログ信号の伝送について

入力信号タイプ(注文時指定)

0-5V、4-20mA、温度

名称I/O

１点アナログ入力ユニット

伝送仕様

２線式：SXのみ

表） アナログ関連 機器 一覧

SX、KX、EX

SX、KX、EX

２線式：SXのみ
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図） 伝送データ
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③１点目アナログデータエリア

アドレス ： １７～２８

機能説明 ： ①で指定したポーリングアドレスのアナログユニットが伝送ライン上に存在する場合、

このエリアに当該アナログユニットの１点目のアナログデータが書き込まれます。

存在していない場合は、このエリアには何も書き込まれません。

④２点目アナログデータエリア

アドレス ： ２９～４０

機能説明 ： ①で指定したポーリングアドレスのアナログユニットが伝送ライン上に存在する場合、

このエリアに当該アナログユニットの２点目のアナログデータが書き込まれます。

存在していない場合は、このエリアには何も書き込まれません。

⑤３点目アナログデータエリア

アドレス ： ４１～５２

機能説明 ： ①で指定したポーリングアドレスのアナログユニットが伝送ライン上に存在する場合、

このエリアに当該アナログユニットの３点目のアナログデータが書き込まれます。

存在していない場合は、このエリアには何も書き込まれません。

⑥４点目アナログデータエリア

アドレス ： ５３～６４

機能説明 ： ①で指定したポーリングアドレスのアナログユニットが伝送ライン上に存在する場合、

このエリアに当該アナログユニットの４点目のアナログデータが書き込まれます。

存在していない場合は、このエリアには何も書き込まれません。

⑦５点目アナログデータエリア

アドレス ： ６５～７６

機能説明 ： ①で指定したポーリングアドレスのアナログユニットが伝送ライン上に存在する場合、

このエリアに当該アナログユニットの５点目のアナログデータが書き込まれます。

存在していない場合は、このエリアには何も書き込まれません。

⑧６点目アナログデータエリア

アドレス ： ７７～８８

機能説明 ： ①で指定したポーリングアドレスのアナログユニットが伝送ライン上に存在する場合、

このエリアに当該アナログユニットの６点目のアナログデータが書き込まれます。

存在していない場合は、このエリアには何も書き込まれません。

⑨７点目アナログデータエリア

アドレス ： ８９～１００

機能説明 ： ①で指定したポーリングアドレスのアナログユニットが伝送ライン上に存在する場合、

存在していない場合は、このエリアには何も書き込まれません。

⑩８点目アナログデータエリア

アドレス ： １０１～１１２

機能説明 ： ①で指定したポーリングアドレスのアナログユニットが伝送ライン上に存在する場合、

このエリアに当該アナログユニットの８点目のアナログデータが書き込まれます。

存在していない場合は、このエリアには何も書き込まれません。

⑪システム領域エリア

アドレス ： １１３～１２８

機能説明 ： システム領域エリアです。データの書込みは行わないでください。
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３．アナログ伝送のポーリングアドレスについて

ユニバーサルラインでアナログ伝送を行う場合は、各アナログ機器（ユニット・基板）に

ポーリングアドレスを設定する必要があります。

ポーリングアドレスとは、アナログ伝送を行う上での各ユニットを識別するアドレスという意味付けになります。

パソコンやシーケンサなどから、ユニバーサルライン上のアナログユニットのデータを集めてくるフローを

下の図に表します。

下の表に出てくる伝送データの書込と読込は、シリアル通信（RS232C）のコマンドで実行します。

下のフローイメージの処理を繰り返すことで、アナログデータのロギング、表示を行うことができます。

PC

ｼｰｹﾝｻ

上位装置

RS-232C 伝送

メイン

ユニット

伝送ライン（２芯線）

メインユニット

アナログユ

ニット１

アナログユニット２アナログユニット１ アナログユニット３

ポーリング

アドレス

→ 『１』

アナログ

ユニット２

ポーリング

アドレス

→ 『２』

アナログ

ユニット３

ポーリング

アドレス

→ 『３』

「アナログユニット１」からアナログ値を取得する場合のフローイメージ

①上位装置から、伝送データ

上の呼出エリアへの

ポーリングアドレスの書込

・・・呼出ｴﾘｱに「１」を書込

伝送ライン上にある

ポーリングアドレス「１」の

アナログユニットを呼出。

②呼出されたアナログ

ユニットは、呼出応答

エリアと入力された

アナログデータを

伝送ラインに書込

アナログユニットから

伝送ライン上に、呼出応答

エリアのアドレスと

アナログデータを設定。

③伝送データ上のデータを読込

④上位側にて、伝送データ上の

呼出エリアと呼出応答エリア

が同じことをチェックして、

１～８点のデータを取得。

→表示処理など

「アナログユニット３」からアナログ値を取得する場合のフローイメージ

①上位装置から、伝送データ

上の呼出エリアへの

ポーリングアドレスの書込

・・・呼出ｴﾘｱに「３」を書込

伝送ライン上にある

ポーリングアドレス「３」の

アナログユニットを呼出。
②呼出されたアナログ

ユニットは、呼出応答

エリアと入力された

アナログデータを

伝送ラインに書込

アナログユニットから

伝送ライン上に、呼出応答

エリアのアドレスと

アナログデータを設定。

③伝送データ上のデータを読込

④上位側にて、伝送データ上の

呼出エリアと呼出応答エリア

が同じことをチェックして、

１～８点のデータを取得。

→表示処理など
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４．アナログデータ取得の処理手順

≪手順１≫ 呼出処理

処理内容 ： データを取得したいアナログユニットのポーリングアドレスを

伝送データ上のポーリングアドレス呼出エリアに書き込んでください。

指定可能なポーリングアドレスは、１～２３９です。

使用コマンド ： QMコマンド （８ビット書込）

※コマンドの詳細は、別紙資料をご参照ください。

≪手順２≫ 呼出エリアと呼出応答エリアの一致確認処理

処理内容 ： 呼出エリアで指定したポーリングアドレスのアナログユニットが伝送ライン上に

存在する場合、当該アナログユニットは、自機に設定されているポーリングアドレスを

呼出応答エリアへ書き込みます。

上位装置側では、呼出エリアと呼出応答エリアが一致していることを確認して下さい。

使用コマンド ： QBコマンド （伝送データ読込…256ビット分）

※コマンドの詳細は、別紙資料をご参照ください。

≪手順３≫ データ取得処理

処理内容 ： ≪処理２≫の呼出応答エリアに問題なければ、上記QBコマンドで取得したデータから

１点目～８点目のアナログデータを求めます。

値の求め方 ： アナログデータには、それぞれのビットに１６進数の重みを持たせております。

「 １、２、４、８、    １６、３２、６４、１２８、   ２５６、５１２、１０２４、２０４８ 」

１２ビットのうち、ONビットの部分をプラスして合計し、０～４０９５の値を算出してください。

例） ０１００ １０１１ ０１１０ の場合の値は、１７４６となります。 （１がON、0がOFF）

アナログの内容によって、以下の変換処理が必要となります。

・サーミスタ

弊社標準のサーミスタをご使用の場合、型式ごとにご用意させて

いただいている温度テーブルを参照してください。

・電圧信号（０－５V）

０－５Vの信号を１２Bitの分解能で、０－４０００で伝送しております。

算出した値 × １．２５ した値を０－５Vの信号としてご使用ください。

・電流信号（０－２０ｍA）

０－２０ｍAの信号を１２Bitの分解能で、０－４０００で伝送しております。

算出した値 × １．２５ した値を０－２０ｍAの信号としてご使用ください。

注意事項

QMコマンドとQBコマンドの間は、１秒程度空けてください。
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